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は し が き

フ ォー ク ・ソ ング とは、一般 的 に は、民 間 に起源 を持 ち、 口伝 えに伝承 され た歌 と考 え

られ るが 、 ア メ リカ の フ ォー ク ・ソン グは以下 の よ うに大 き く三 種類 に分 け る こ とが で き

る。第一 は、 トラデ ィシ ョナ ル と呼 ばれ 、ず っ と以前 の創作 され た 当時 か ら曲 、詞 と もに

ほ とん ど変 化す る こ とな く保 存 され て来 た もの。 第二 は、 トラデ ィシ ョナ ルで は あ るが 、

その時 代や地 域 の興 味や 感情 な どに よって、 曲や 詞が 変化 し、 その時代 、地 域 に合 ったバ

ー ジ ョンへ と変 化 した もの 。第 三 は、 フ ォー ク ・ソン グ とは まさに その時 代時 代の様 々な

民 衆の 生活 な り感情 な りの 反映 で あ る とい うこ とか ら、現 代生 活 を描 い た現 代 大衆 の共 感

を呼ぶ 「新 しい フ ォー ク ・ソン グ」 で あ る。

第三 の もの は、 もち ろん、突 如 と して現 われ るの もの で はな く、伝 統の積 み重 ねの上 に

のみ 存在 す る もの で あ り、広 い意味 で 、 フ ォー ク ・ソン グの カ テ ゴ リー に含 まれ る もので

あ ろ う。 そ の意味 か らフ ォー ク ・ソン グは今現 在 で も作 り続 け られ て い る とも言 え るの で

あ る。 だが 、 はた して どの よ うな歌 曲が それ に 当て は まるのか とい う問 いに答 えるに は、

か な り長 時 間の調 査 と議論 が 必要 で あ ろ う。 この作 業 も充 分魅 力的 で はあ るが 、 こ こで は、

この よ うな 問 に答 え るの で は な く、第 … 、第 二の い わゆ る トラデ ィシ ョナ ル なア メ リカの

フ ォー ク ・ソン グを取 り扱 っ た著 書 の翻 訳 を試み る ことにす る。

ここに取 上 げた、 ア ラ ン ・ロマ ックス著 、 「北 ア メ リカの フ ォー ク ・ソン グ」 は、 著 者で

あ るア ラン とその 父親 ジ ョンが 長 い年 月 をか けて、北 ア メ リカ 全土 を廻 り、 各地方 に伝 わ

る相 当数の フ ォー ク ・ソン グを蒐集 し、それ をあ る一 定 の規 準 に従 って分 類 し、一・冊の 本

に ま とめ あげ た もの であ る。 か って、彼 の 先達 に あた るフ ラ ンシス ・ジェ イム ズ ・チ ャ イ
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ル ドが イ ング ラ ン ド及 びス コッ トラ ン ドのバ ラー ドの 蒐集 及 び研究 にお いて成 し遂 げ た業

績 に も匹敵す る労 作 で あ る と言 え るであ ろ う。 そ して 、分 類 され たフ ォー ク ・ソングの 一一・

つ 一 つ に詳 しい解 説 を加 え、選 集 の 序論 と して、 ア メ リカの フ ォー ク ・ソ ング とい う漠然

と した、 今 まで あ ま り研 究の 対照 とされ なか っ た もの を解 明す る とい う作業 に取 り くんだ

の で あ る。 ところ どころに、私 見や 論処 に乏 しい個 所 も見 受 け られ な くはな いが 、 これ ほ

ど真剣 に、 また愛 情 を持 って 、ア メ リカの フ ォー ク ・ソング研 究 に取 り くんだ もの はか っ

て なか ったで あ ろ うし、 この序 論 で議論 され て い る内 容 は、 一 つの ま とまった研 究論 文 と

して充 分評 価 され るべ きもの であ る。

この 本が 、初 め て 出版 され た1960年 当時 、ア メ リカ で はフ ォー ク ・リバ イバ ルの ブーム

が起 こ り、 数 多 くの フ ォー ク ・シンガー や グル ー プがア メ リカ のポ ピュ ラー ・ミュー ジ ッ

ク ・シー ンを一 時席 巻 した時 で もあ り、社 会的 に も、 公民権 運動 な どの 大衆運 動 が盛上 り

を見せ て いた時 期 で もあ った。 フ ォー ク ・ソングが ア メ リカの大 衆 に少 なか らず影 響 を与

え るこ とが で きる といっ た 自負心 の よ うな もの も見 られ 、 この本 の執 筆 に対 す る著者 の熱

情 が随所 に表 われ て い る。 しか し、 この よ うな 、時代 の潮 流 に左 右 され た感情 的 な もの を

差 引 けば、 この 序論 は今 後の ア メ リカの フ ォー ク ・ソング、 ひ いて はすべ ての 口承 芸術 研

究 の基本 書 と して在 存 し続 けて い くこ とは確 か であ る。 また ます ます盛 んに な って きた各

分野 にお け るア メ リカ研 究 にお いて も、現 在 の アメ リカ とい う国が 、 どの よ うな心根 を持

っ た民衆 に よ って支 え られ て きたの か を理 解 す る一一助 とな るで あろ う。

以 下 は、 前出 の著 書の 序論 の部 分 を訳 出 した もの で あ る。 テ クス トは下 記の もの を用 い

た。

Lomax,Alan.7物 、Eo漉Soηg∫6ゾ2Vo励/1窺67加 加!勿Eη8!融 乙αηg媚g6.New

York:Doubleday&Company,1960.

(お な、序 論 は総論 と各論 とに大別 す るこ とが で きるが 、今 回 は前 半部 で あ る総 論 の部分 の

翻訳 で あ るこ とを付記 す る。)
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フ ォ ー ク ・ソ ン グ 地 図

地 図 は歌 う。 水夫 た ちの歌 うはや し歌 が 、岩 だ らけの大西 洋岸 に波 の よ うに押 し寄せ 、

五大湖 を横切 り、 カー ブを描 いて三 ヵ月形 を したメ キ シコ湾 へ達 す る。 フラ ンス系 カナダ

人 の擢 歌が セ ン ト ・ロー レ ンス川沿 いに鳴 り響 き、 ロ ッキー山脈 を越 えて西 へ進 んで い く。

また、バ ラー ドはニ ュー ・フ ァウ ン ドラ ン ド、 ノバ ・ス コシア、ニ ュー ・イン グラ ン ドの

各地 方か らベ イマ ツの木 の よ うに まっす ぐ、 ぐん ぐん と西部 へ 向か って行進 してい く。

シー ・ア イラ ン ド(海 島)か ら内 陸部 に向か って奴 隷 の歌 うメ ロデ ィーが広が り
、 カ ロ

ライナ州 か らテ キサ ス州 に至 る南 部 の全 て を席巻 す る。 そ して 、 スモー キー とブルー ・リ

ッジの山 すそか ら古 いバ ラー ド、寂 しげな ラブ ・ソングや ホー ダウ ン ・ソング(ダ ンス曲)

が南部 の高地 を通 って、 アー カ ンソーや オ クラオマの 山々 に響 きわた る。 そ して まさにそ

の接点 とな るオザー ク台地 に おいて、北 と南 の音楽 が 出会 い、 曲 を取 り替 えた り、 結合 し

た りして混合 してい った。

テ キサ スの カ ウボー イ は南部 詑 りで北部 のバ ラー ドを口づ さみなが らモ ンタナへ向 か っ

て北進 す る。新 しい街 道 や鉄道 が競 って南部 の奥 地へ伸 び る。 そ こに は斧 やハ ンマー の音

と鉄道 歌 や黒 人労 働歌 の歌 声が響 いてい る。 これ らの歌 が河 川 の埠頭 の キャ ンプ地 に住 む

ラバ追 い たちの労 働歌 と混 じ り合 い、 ブル ース を生 みだす。 そ して、 ア メ リカの カ ンテ ・

ホ ン ド(民 族 音楽)で あ る この ブルー スが ア メ リカ全土 、 ひい ては世 界 中の人 々 の耳 に微

妙 で官能 的 で メラ ンコ リックな調 べ を運 ぶ。

ブ ルー スは ミシ シ ッピ川 を下 ってニ ュー ・オー リンズに達 し、 その地 で、 ア メ リカ生 ま

れの黒人 達が 、か って は卑 狸 な意味 を持 つ単語 だ ったが 、今 や西部 に とって音楽 的 自由の

シ ンボル となった 「ジャズ」 の音 楽 的生地 を作 りあげ る。彼 らは南部諸 州再 統合期 のハ ッ

ピー な ブラ スバ ン ドの騒々 しい ラ ッパ の音 にスペ イ ン風 の調 味料 とフラ ンス風 の ソー ス と

ブル ー ・ノー トの風味 を加 え、 それ にニ ュー ・オー リンズ の ホ ッ トな音楽 をか き混 ぜ て音

楽 を作 り、人 々 の寂 しい心 を暖 め る。 以 上 がア メ リカの フ ォー ク ・ソ ングの大 まか な

地 図 であ る。 ひ き続 きア メ リカの フォー ク ・ソ ングの歴史 と伝 統 を形成 した複 雑 な力 につ

いて語 ろう。

メ ル テ ィ ン グ ・ポ ッ ト

音 楽、特 にフ ォー ク ・ミュー ジ ックの最 も大切 な役 割 はその人 々 の住 む土 地や 生活 の特

性 を声 に出 して歌 うこ とに よ り、聞 き手 に安 堵感 を生 み出 す ことで あ る。故郷 を離 れ た旅

人 に とって、 なつか しい歌 の一節 は故郷 をなつか しむ気 持 のすべ て を呼 び もどす であ ろ う。

とい うの は、音楽 とは家 庭、 愛、争 い、 そ して その地域 に独 自の感 情 を与 え、 その住 民 の

個性 を形 成 して い るの もが不 思議 に要約 され て い るか らだ。 フォー ク ・ソング はその土地
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の人々 をそのルーツへ呼 び戻 し、その土地 な りの方法で、自然 に踊 り、神 を崇め、働 き、

争い、愛を語 らせるのである。

新世界 の移住者の一つ一つのグループが ヨーロッパ に残 して きた もの と同 じような音楽

的 コミュニティーを築 こうとした。そ こで、 リトル ・スウェーデン、 リトル ・リトアニア、

リ トル ・イタリアな どが音楽地図上 に点在 するようになった。一方、スペイ ン、ポル トガ

ル、フランス、 イギ リスや西 アメリカの音楽が西半球の各地方へ広が っていった。新世界

のあ らゆる所 で入植者が母国か ら船出 した当時流行 していた歌 を発見することができる。

ある意味では、 アメ リカの フォーク ・ソングは多 くの国か らの音楽骨董品の博物館である

といえる。他方、特 に村の儀式 にそのルーツを持つ ようなヨーロッパ民謡の伝統はアメ リ

カのメルティング ・ポッ トの中で長 くは存続 しなかった。 これに関 してはさらに著 しく述

べなければならないが、まず最初 はアメ リカにおいて特に注 目される傾 向 様々 な民族

の施律が混 り、溶 け合 って新 しい形の音楽を生 み出す ことについて一言 してお くことにす

る。

植民地や開拓地での生活の孤独感が時 として伝統的芸術 におだやかな影響 を与 え、それ

は普通ゆっ くり成熟 していった。荒れ果てた環境のあちこちに文化的空間か形成 され るよ

うにな り、 そこでは地域的 また は種族 的であった音楽が徐々 に結合 し合 ってた くましく新

しい子孫を生みだ した。例 えば、ハイチの音楽 はい くつかの西 アフリカの種族の施律の混

合 を示 しているし、南部 アパ ラチア山脈の音楽はアングル族、スコッ ト族 とアイルランド

の合成物 で、本質的に異 ったそれぞれの地 方で聞かれるものより、ず っとイギ リス的であ

る。実際、空論家が 「まじり気のない」アメ リカの フォーク ・ソングをい くら探索 して も

無駄である。「そんな ものあるわ けない さ」ということになる。 この国の最 も優れた歌や踊

りは何度 も混合 し、交 り合い、その ことが国際化時代 とその急速な発展の原因に大 きく寄

与する源であるのか も知れない。他の芸術や科学同様、 フォー ク ・ミュージックも出会 に

よって花開いてい くのである。

歌 う民 主 々義 者

アメ リカの開拓地 において、人々 は旧世界で は不可能であった友情 と平等 という言葉の

もとに共に働 き歌を歌った。人 はその人の言葉の詑 りや出身地で はな く、性格や能力によ

って判断 された。歌 は開拓地 の生活 にふさわ しい宝物 となった。因習的で偏狭的な言葉や

歌のパ ターンはこの実用主義的、民主々義的圧迫の もとに崩れさったが新 しいフォー ク ・

ソングの伝統を作 るための素材 は手近 にあった。入植者の大部分 は貧 しい民であり彼 らが

伝統的なメロディーの運搬人であった。多 くの人々は政治的迫害か ら逃れ、自分達の心情

をあからさまに表現 したいと思 っているいわば反逆者であった。 この ようにして社会的な

抗議の音楽が地元のアメリカ民謡 を通 して鳴 り響 き、普通の人々の人生や悩 みがその主 な
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関心 事 に な った ので あ る。 か ってイ ギ リス にお いて も 「船乗 り」 と 「お とめ」 を主人 公 に

す る傾 向が あ ったが 、 ア メ リカのバ ラー ド作者 に とって は それ が最 も重 要 な テー マ とな っ

た。

「人 は人 以 外 の何 もの で もな い…」 とジ ョン ・ヘ ン リー は この大 陸 の開拓 す る仕事 に従

事 す るすべ ての生 まれ なが らに して 自由 な労働 者 のた め に歌 う。 この国 のバ ラー ドの中 で、

男 は劣悪 な労働 条件 に不満 の声 を叫 び、 ラ ブ ソングの 中で女 性 は愛 や結婚 に関 す る古 くさ

い因 習 に対 す る不 満 を泣 き叫 ぶ。

ア メ リカ の フ ォー ク ・ソングで は普通 の 人々 、個人 が 全 てで あ る。 古 い タイ プの賛 美歌

と比較 して、 ア メ リカの人 々 の賛 美歌 は主 に個人 的な救 い を歌 うが 、世 間 でい うバ ラー ド

や叙 情 詩 にお い て は一人 称 単数 の語 り手 が非 人称 の語 り手 に着実 に取 ってか わ って い る。

開拓地 の人 々 は何 と頑 固 な個 人 主義 で あ ろ うか。

お れ はおれ だ けの ウ ィス キー を買 い、 自分 で一 杯 や る さ

お れが気 にい らな い奴 に ゃ一滴 た りと もや りゃ しな い。

個 人 的 な奇行癖 だ けで な く、音 楽 的 に は不協 和 音が 好 まれ た。 あ る歴史 学者 はセ ン ト ・

ルイ スで催 され る年 一度 の お祭 りさわ ぎで の ロ ッキー山脈 に住 むあ る猟 師 につ いて語 る。

彼 は酒場 の 床 に寝 ころが って裸 の腹 をたた いて 自分 の歌 の伴奏 をや った。

またず ん ぐ りして背 の低 い ケ ンタ ッキー の農夫 は 自慢 した。「おれが お れん ちの唐 キ ビ畑

で歌 を歌 う と、仲 間 達 は1マ イル半 も離 れ た谷間 の ポー チ にいた っておれ の声 が聞 こ えた

もの よ。 」南 部 の賛 美歌 作 曲家 は一連 の以 か よった4度 と5度 の和 音 を音 符 に書 くこ とに

よ って月並 み なハ ーモ ニー の法則 をわ ざ と打破 った。 ニ ュー ・オー リンズ の ジ ャズ ・メン

は 「ダー テ ィー(聞 き苦 しい音)」 を演 奏 す る こ と、す な はち、 で きるか ぎ り多 くの 普通許

され ない ヴ ィブ ラー トを用 い る こ とに よ って、 トラ ンペ ッ トか ら新 しい音 を生 み 出 した。

黒 人 の まね を した 「ミンス トレル ・シ ョー」 の時代 か ら ビー トに合 わ せて腰 を振 る ロ ック

ン ・ロール の現在 まで ア メ リカの人々 は黒 人 に よ る音楽 革 命 の全 て を歓 迎 した。

「この国 は とにか く大 きな国 さ」 と言 い な らわ され て きた。 もしあ る町 で失敗 した とし

て も、 また他 の新 しい町 でや り直 しが で きた。 社会 的 、地理 的可 動 性がア メ リカ ン ・ライ

フの 最大 の特徴 とな り、新 しい牧場 や 新 しいアパ ー トを引越 す こ とは この 国の慣 習 と して

定 着 した 。

こん どこそお ちつ くつ も りだ

もう死 ぬ まで これ以 上彷 裡 い廻 る まい

で も風 はす くす く笑 って い る もちろん お前 は彷裡 う さ と、

一度 くせ にな る と
、 じっ となん か して い られ な い

この よ うなお ちつ くこ との で きな い、彷裡 え るア メ リカ人 が メ イ ン州 か らカ リフ ォルニ

ア州 まで 、 ば ら まいた フ ォー ク ・ソング もあれ ば、労 働 者の キ ャ ンプが西 へ進 み 「文 化」
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が開拓居留地へ も浸透 して行 った時、数多 くのゴース ト・タウンのように未完成の まま置

き去 りにされた歌 もあった。幸運な ことに民謡蒐集者が これ らの 「ゴース ト・ソング」 を

忘却の彼方から救い出す ことに成功 した。 そして開拓者たちの飾 り気のない言葉でそれ ら

は歌われているゆえに、その未熟 さがその歌に真実 という衝撃 を与 えるのである。 しか し

「彷裡 う習性」はアメ リカ人 に不安定で孤独 な気持ちをも植 えっけた。ダニエル・ブーンや

デイビー ・クロッケ ッ トのような大胆不敵な ヒーロー達 にとって、荒野 における自由は人

生の息吹であったが、力の弱い人々に とって、小 さな小屋 をとり囲む拡大な光景や恐 しい

孤独感 は時 には悩みの種であった。アパラチア山脈 に住む人々 は彼 らの聞 きなれたおなじ

みの歌 を 「ロンサ ム ・チュー ン(孤 独 な曲)」 と呼 ぶ。そ して、開拓者 は自分 自身の こと

を、あわれな旅人、悲 しく寂 しいカウボーイ、家を深 し求めるあわれな少年、人気のない

道 を行 く旅人 というふ うに歌 う。

アメ リカで は、「すべての ものがアメ リカ独 自の もの を基礎 に して作 りあげ られている」

のだ(「 すべてのジ ョッキはアメ リカ という大地に しっか りとその底 をつけて置かれてい

る」)。ヨーロッパでは既成のキ リス ト教会が しば しば異教的伝統 を持 つ人々の振舞いにも

キ リス ト教式の慣習を強要 してきた。 この ような教会的権威が独立戦争 によってついに打

破 られた時、すべての人が 自分 自身の良心が指図するままに生 きる自由を勝ち取 るとい う

新 しい状況が普及 した。教会は もはや人 と神の間に立つ存在ではな くなった。カル ビン主

義的な道徳観は自己満足的信条 に過 ぎな くなった。 このようにして、 この革命 において戦

ったプロテスタン トによって勝ち取 られた宗教的自由は、すべての人 を本来の姿に戻 し、

怒れる強要の神 と、自分 自身をいつわ り罪の意識 に苛まれた良心を開放することになった。

アメ リカのプロテスタン トはヨーロッパ において数世紀 にもわたって教会 と国家 と巻 きこ

んだ倫理的、道徳的紛争 とい う心の重荷 を荷 ってきた。わが国の歴史 とフォーク ・ソング

が示すように、人間の精神面で得た ものは大 きかったが、その代償 もまた大 きかったので

ある。

心 に悩 み を持 って

ピュー リタンとカル ビン主義者の道徳的規範が開拓期のアメ リカの人々の習俗 となって

いた。若 い民主々義の考 え方では、現世的な快楽 は仕事上 の失敗 もしくは永遠の破滅への

道の第一一歩であるとする信念の ような ものを古 くさい ものである として、 その重荷か ら逃

れ ようとす るような考え方はまだなかった。プロテスタン ト的罪の目録 には恋愛、飲酒、

ギ ャンブル、フィル ド演奏、世俗的な歌 を歌 うこと、 ダンス、日曜 日のつ り、そ して因習

に因われた聖職者が考えつ くことのすべてが含 まれていた。「粗野」な または 「放従」な女

性には、まともな結婚 の申 し出はほとんどなかった。な らず者 の男たちは西部 に行 って不

平をがな りたて ることがで きたが、死 に際 には地獄 をまともに見 るようなめに会わなけれ
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ばな らなか った。

この 「罪 と民間伝承」が開拓者 を筋金入 りで、冷静で勤勉 にした。 しか し19世紀のアメ

リカのだれ一人 として実際逃 れることので きなかった罪の意識 と恥辱感を彼 らの心の中に

残す ことになった。今 日では精神分折医が未成年の問題や離婚問題 と同 じようにこの後遺

症 に取組んでい る。 また一方ではフォー ク ・シンガーは 「古い時代の信仰」の信念の こだ

まを現在 に響かせ続けている。

何度 も言 ったで しょう

賭け事 をしたために地獄へ落 ちた罪人がいるってことを

イギ リスで は偏狭 なキ リス ト教徒が数世紀 にわた ってこの国の人たちの根深 い異教信奉

を圧 さえつ けてきた。 しか し古 くか らの五 月祭、夏至の祭、 クリスマス(冬 至の祭)を 絶

滅 させ ることに成功 したイギ リスで さえも祭 りの情緒は残 り、上べでは順応 しているよう

で も古い原始的習慣 は今 日までその潜在力 を保 っている。控えめで、気むつか しいそ うな

外見の下 に、肉欲的快楽 を容易に自然 に受 け入れ る許容性が見い出せる。それは罪悪感が

民話の心髄であるアメリカの大衆心理 とはか け離れた ものである。 イギ リス流の異教信奉

の痕跡 はアメ リカではほ とん ど見 られない。 イングラン ドやスコッ トラン ドで は今 もよ く

歌われ、放送 コー ドにも触れない(?)よ うな、ち ょっ と淫 らな民謡の多 くがアメリカでは

「卑狸な歌」 として主にア ンダーグラウン ドの世界 にのみ生 きている。

英米両国で長年 にわたってフォー ク ・ソングを蒐集 してきたが、アメ リカの ピュー リタ

ニズム と自由な積極 性に比較 して、イギ リスは異教的で忍従的であることは大変印象深か

った。アメ リカではイギ リスの歌の伝統 は良心的に また意識的 に検閲修正 されてきた。開

拓地の森林地帯に住む信仰深い人々は聖なる歌 と罪深い歌 というカル ビン主義的区別 を厳

格 に守っていた。すなわち宗教的内容の もの とそれ以外の もの とを区別 したのである。私

は ミシシッピ州のあるギター奏者 に、 もし君が ブルー スを演奏 している時に死んだ らどう

なると思 うか と聞いた ことがある。 「地獄へ陥 るだろう」と彼 は答え、真剣にそう思ってい

た。開拓地 にやって来た宣教師 は大声で叫んだ ものだ。「神 は天国 と地獄の間 に、そして聖

人 と罪人の間に深 い淵を創 られた。そ して兄弟たちよ、それは不動の ものである」 と。

一般人の考 えでは快楽 と高潔の間に も深 い淵があった
。 このようにしてアメ リカ文明を

しば しば特徴づ けてきた罪 と性に対する恐れ という古い傷口を広げているのである。若 き

民主々義 は今 まで何世紀 もの間彼女たちが知 り得なか った政治的権利 と社会的地位 とを女

性 に与 えたが、19世 紀的な叔女ぶ りは彼女 たちか ら性の喜びを等い去 ることをもくろんだ

ものであった。我々祖先の大半はセックスを楽 しむのは悪い女性だ と信 じていた し、従順

な妻 は夫のためにセックスを耐 え忍んでいるのだ と信 じてきた。 この ようにして、厳 しく、

孤独で、少 しも気 のやす まることのない生活 を送 っていた開拓地の女性 は伝奇物語や復讐

物語 に心の慰めを見 いだ した。彼女たちお気 に入 りのバラー ドや ラブ ・ソングは陰 うつ を
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身 にまとい、メランコ リーに溺れ被虐趣味に毒 されている。

彼女たちに言わせれば、愛 は悲 しい ものであ り、裏切 りを招 き、長い別れを導 き、本当

の恋人 を墓へ連れ去 って しまう。 この愛 に対するうっ屈 した見解は嫉妬深 く、家長制家族

制度が普通である東洋から西洋 にもた らされた ものであろう。

全 ヨーロッパ、特 にイギ リスにおいては喜びを表す異教的調べが陰 うつに響 く。イ ング

ランドの歌の中でお とめたちは自ら進んで誘惑 されるが、やがては裏切 られる。 スコット

ラン ドの歌ではしばしばレイプ されて しまう。 で もこの困難 に勇気 をもって当たればすて

きで高貴 な夫 を勝 ち とるだろう。 しかしこの国の開拓地の検閲官はこのような歌か らリア

リティーをはぎとり、できるかぎ り実生活か らかけ離れた悲 しげな教訓的歌 としてアメリ

カの人々 に歌わせた。

墓 は汝 を腐敗 させ、塵へ と返す

純真 な少女が信頼 で きる大人 なんていや しない

ピュー リタン主義 の全ての重圧 は黒人の上 にの しかか ることはなか った。彼 らは色っぽ

く積極的な振舞 に高い価値 を置 き、歌や踊 りや祭 りに生 きいきとした活路 を見 いだす こと

ので きる文化の出身者なのだ。奴隷 として、後 には二流の市民 と見 られたために、彼 らは

白人 たちを悩 ませた因習に厳格 に従 うことを期待 されていなかった。田舎のバ プテス ト派

の牧師で さえもセックス と罪 とは別物である と思 っていた。民衆 レベルでは、黒人 は白人

アメリカ人 を悩 ませ ているい くつかの心配事や争 いか ら逃れていたのだ。 そのことは、 し

ばしば楽 しげで、常 に感覚的な彼 らの音楽が証明 している。19世 紀 にな り、黒人が西洋の

禁欲的道徳 を完全に理解 し、差別 と社会的迫害に取 り囲 まれ るようになって初めて、彼 ら

は 「軽 はずみな恋(ケ アレス ・ラブ)」 というブルースを歌 い始 めるに至った。

白人 の ソ ロ と黒 人 の コー ラ ス

イギ リス と西 アフリカ、 この二つの伝統が アメ リカの混成音楽 を盛んにす るのに重要な役

割 を果た した。 フォーク ・ソング地図はイギ リス系アメ リカ音楽の海面 に突 きだ したアフ

リカ系アメ リカ音楽の黒い豊かな島々の点在を示 している。今 日、 これ らの島々 はゆっ く

りと沈下 し続 けているが、 これ らの島々が周囲の海の色 を黒 く染めて きたのである。

離島では古 いコーラス ・スタイルの明 らかな痕跡があるものの、何世紀 もの間、時 には

ユニ ゾンのコーラスを伴い、大半のイギ リスの フォーク ・ソングはソロで歌われて来た。

アメ リカの白人開拓者 は集団で音楽 を創 りあげる能力をほとん ど維持 しえなかった。開拓

者 とその仲間達が教会で歌 う時、歌の指導者がいなければ混声はほとん どな く、和声は皆

無であった。彼 らは非常に装飾的なメロデ ィー を持った長 いバ ラー ドやスロー ・テンポな

叙情詩、 またはち ょっ としたダンス曲を多 くはソロで、 しばしばピッチの高い、時 には女

性の ような鼻にかかった声で歌った。 この ような緊張音では声色 にバイブレーションはほ
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とん どなか ったが、非常 にデ リケー トな装飾音 が多 く見 られ た。 その効 果 は、東洋 的なオ

ーボエ の ようにその 曲の内面 的な陰 うつ さ と葛藤 によ く合 った
、 もの悲 しいむせぶ ような

音 で あった。歌 い手 は まっす ぐ背 を伸 ば して座 り、体 を硬 くして、 の どを顔 の筋 肉 を緊張

させ遠 く見つ め るか 、 目を とじる。 そ して感情 は高 まってい るが、外 見上 は冷淡 なス トー

リー ・テ ラー とな る。彼 に とって詩 と施律 とは全 く別物 で あ り、詩 を施 律 よ りも重 要視 す

る。 曲の リズム はふ つ う詩の 内容 に応 じて決 め られ た。た とえば よ り古 い作 品で は詩 の 内

容 の お もむ くままに、 さまよい、揺 れ動 き、 また もとの速度 に戻 った りす る。 最 も多 く用

い られ る楽器 は フィ ドルで あるが、 それ は歌 い手 を盛 りあげた り、彼 に合 わせた り、 また

ダ ンス曲 に調子 を合 わせた りす る もう一つ の ピ ッチの高 い、か ん高 いむせ ぶ ような音 で伴

奏 され た。以上 が開拓期 のア メ リカ北部 、南部 、西部 の 白人 フォー ク ・ミュー ジ ックの特

色 で あった。実 際、現代 で も流行 歌手 はい く分 イタ リア風 また は黒人 風で はあ るが 、 この

ス タイルで歌 い続 けてい る。

ニ グロ ・ソングの黒 い島々か らや って来 た サ ウン ドは まった く対照 的で あ る。 アメ リカ

の黒人奴隷 の大半 は西 ア フ リカ出身 でその地方 の音創 りは大 むね グルー プ活動 で あ り、多

音 声 の踊 る集 団の中 で音創 りが なされた。典型 的 な もの として は、 リーダ ーが歌 うと、 そ

れ に対 して混声合 唱で答 える とい う もので、 しば しば単 調 なハ ーモ ニーで歌 われ、 ドラム、

シェーカー、手拍子 な どの伴 奏で、さ まざまな リズムで演 奏 された。(非 常 に装飾 的 な メロ

デ ィー で歌 うソ リス トはサハ ラ砂 漠北部近 辺 のア ラブの影 響 をうけた文 化の特 徴 であ る。)
原 注1

アフ リカの楽器 は北 ア メ リカで はほ とん ど姿 を消 したが、 ア フ リカの音楽 習慣 は残 った。

奴 隷 は白人 よ りも リラ ッス したの どと、豊か に ブレ ン ドされた低 いメ ローな声 を もって、

リー ダー とコーラスの か け合 いで歌 い続 けた。歌 い手 の顔 は生 き生 き として表情 豊 かで、

その声 は陽気 であ った。 はっ き り異 った色 あいのハ ーモニ ー を創 り出すの に彼 らは単 調 な

ヨー ロ ッパ流 の和 音 を採用 した。実際 に は歌 い なが ら踊 らなか った として も、彼 らは足 を

軽 く踏 み、体 を揺 す り、手 拍子 を とって その微 妙 な リズ ムを創 りだ した。彼 らが アメ リカ

で創 った ほ とん どの 曲 は基本 に は力強 く、 うね るよな ビー トが あ り、それ らを即興演 奏 し

た り、楽器 を得 るにつ れて、様 々 な複雑 な スタ イル が付 け加 え られ てい った。詩 と曲 は密

接 に見事 に結合 し、 「詩 の内容 」よ りしば しば リズ ム と施 律 の方が重 要視 され るよ うにな っ

た。労働 と神 への祈 りの コ ミュニ テ ィー ・ソングや ダ ンス音楽 が物語 り的 な曲 を凌 駕 し、

歌 に対 す る熱情 は、 白人 フォー ク ・シ ンガー の懐 古的 で事実 に基 いた ものや お どけた もの

に比べ て、全体 的 に明 るい色 っぽ さを もち、非常 に悲劇 的で 、暗示 的で、 また楽 し く、風

刺 的で もあ る。

200年 以 上 に もわた って、これ ら二 つの対 照 的な音楽 文化 はお互 いに交換 と競 い合 い を く

り返 しなが らア メ リカの双 壁 として存在 して きた。歌 の素材 は二 つの人 種間 を行 き来 して

い るの で、 どち らの グルー プが よ り多 く貢 献 して いるか を言 うの はだんだ ん困難 にな って
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来 て い る。西 イ ン ド諸 島や南 アメ リカの各 地 にお い て そ うで あ った よ うに、本 当 のア フ リ

ア 系 ヨー ロ ッパ音 楽 、 そ して特 に踊 りは発 展 して まず ヨー ロ ッパ で、次 い で世界 的 に流行

した。実 際 、 その うち、 アメ リカ音楽 もカ フ ェ ・オ ・レ色 に な る こ とは まちが い ない こ と

で あ る。

フ ォー ク ソ ング の領 域

アフ リカ系アメ リカ人 のフォーク ・ソングは地域 的な特性 を持 ってはいるが、世界中に

共通な心情 を表現 し、基本的に共通の言葉で語 りかける。 これは黒人の地位向上 に ともな

って、 またアフ リカ的特性に応 じて変化 し、 それによって、豊かな題材 の中か ら新 しい歌

やスタイルがつねに発達 し、より古い音楽 よ り好 まれ るようになったのである。 その一方

でアフリカ系アメリカ人のフォーク ・ソングは実際 には保守的で もある。それは、歴史的

に、 また地理的に三っの主要 な領域的集団に分裂 させ られたか らである。そして、それ ら

は密接に類以 してはいるが、 それぞれかな り首尾一貫 した個性的なものであった。すなわ

ち、比較的原始的で開口音 を発す る 「北部」 と、よ り罪の意識 に苦 しめられ、高音 で粗野
　　　

な発声の 「南部」 とその二つが混 じり合 った 「西部」の三領域である。 もちろん、 これ ら

の地域 にはっきりした境界線があるわけではな く、 これ らのスタイルが混 じり合ったかな

り広い範囲の境界地帯があるとい うことである。 ここで別個に著 しく述べ られ るこの四地

域(四 番 目は 「黒人 の南部」)こ そが、我が国の豊かで複雑な民族遺産 の多 くの要素 を含む

歴史的な枠組 を供給 してい る。

フ ォー ク ・ソ ン グ の歴 史

本書の 目的 はここに選んだアメ リカのフォーク ・ソングを歴史的、社会的に分類 し、 こ

れらを作曲 し歌 った国民に自ら語 らせ ようとす ることであ り、言換 えれば一般の人々の歴

史、 またはアメ リカ人民の歴史 を作 りあげる ことである。 とはいえ政治的事件 と直接関わ

り合 いを持つフォーク ・ソングはほ とん どない。 しか し、それ らは一般 の人々 に出世の道

を開いた り、新たな苦 しみを与 えた りす る経済成長を反映 しているとは言 えるか も知れな

い。 また大 きな社会的変化に対 する反応の深 く大 きなうね りを暗示する歌 もなかにはある

か も知れない。 この点 において、ある歌は忘れ去 られ、それにかわって新 しいバ ラー ドが

現れ る理由が理解で きるであろう。 しか し、普通 フォーク ・ソングは基本 的には変化 に対

抗す る社会的、心理的パター ンに基づいているので、ゆっ くりと密かに変化する。新 しい

バージ ョンや変形が不用意 に起 こるのは、 これ らの歌が口伝 えに伝わるか らに他な らない。

しか し、古い ものが どのように変化 したかを研究する ことは学者 を魅了するに足 りるもの

である。 しか しなが ら私が見た ところ、 これ らのバージョンのゆっ くりした出現の中で、

目下起 っている目に見 えない変化 を十分理解 し、このような研究 を左右す るほどのものは
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いまだに出ていない。

現時点でだれ もが言えることは、 フォーク ・ソング というものは、一見事実に基づいた

ものを歌 っているように見 えるが、実は一つの感情表現の手段であ り、多 くの 場合、罪の

意識 に悩 まされ、抑圧的な我々の文化の中で、あ らゆる種類の無意識の幻想へのはけ口を

提供 しているということである。それ らは 「夢が作 り出す何物か」であ り、その歌い手や

その社会 によって公然 と述べることがはばか られるような願 い事や心理面での葛藤 をそれ

らの歌が代弁するのである。長い年月にわた り、全人類によって好 ましい幻想 としてこれ

らの歌が積極的 に受 け入れ られて きたので、現在の社会感情の典型を示す もの と考 えられ、

我々の過去及び現在の多 くの 日の目を見ない隅々にまで光 を投げかけることを可能 にした。

一 つの理想的なフォーク ・ソング研究 は大衆の感情の歴史の研究である と言 える
。本書に

おいて、私 は我が国民 に関 してこの ような研究が何を明確にしえるのかを示唆 しようと試

みたのである。

原 注1

丁肋 ∫'oη α/ル2z(OxfordUniversityPress,1956;MentorBooks,1958)で マ ー シ ャル ・ス

タ ー ン ズ は こ の こ と を楽 器 の 面 か ら述 べ て い る。

原 注2

こ こで は 英 語 で 歌 わ れ た もの だ け が 取 りあ げ ら れ て お り、ア メ リカ の フ ォー ク ・ソ ン グ 地 図 を

色 づ け る ア メ リ カ 先 住 民 、 ま た は そ の 他 の 小 数 民 族 の 音 楽 の 伝 統 に は言 及 さ れ て い な い。
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